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５
月
24
日(

土)

11
時
よ
り
、
京
王
ク

ラ
ブ
（
多
摩
市
関
戸
二
丁
目
）
に
て
、
会

員
18
名
出
席
の
も
と
第
12
回
定
時
総

会
を
開
催
。
國
分
幹
事
長
が
進
行
を
務
め

た
。 藤

川
支
部
長
の
開
催
挨
拶
に
続
き
、
岩

永
久
佳
副
支
部
長
を
議
長
に
選
出
し
諸

議
案
の
審
議
が
進
め
ら
れ
た
。
２
０
２
４

年
度
の
各
部
会
活
動
並
び
に
会
計
報
告
、

さ
ら
に
２
０
２
５
年
度
の
各
部
会
活
動
計

画
並
び
に
予
算
案
、
そ
し
て
役
員
改
選
の

諸
議
案
は
、
全
員
異
議
な
く
原
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。 

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
明
治
大
学
落

語
研
究
会
出
前
寄
席
が
行
わ
れ
、
七
代
目

駿
河
亭
悪
團
治
に
よ
る
熱
演
で
会
場
は

笑
い
に
あ
ふ
れ
た
。
心
も
お
な
か
も
満
た

さ
れ
た
和
や
か
な
懇
親
会
だ
っ
た
。 

春
の
定
時
総
会
で
、
支
部
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
思
い
起
こ
す
と
、
多
摩
市

地
域
支
部
設
立
の
年
か
ら
12
年
も
こ
の

会
に
一
会
員
・
一
役
員
と
し
て
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
立
場
を
自

覚
し
て
の
活
動
を
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。  

 

地
域
支
部
長
と
な
り
、
校
友
会
本
部
総

会
や
多
摩
支
部
役
員
会
に
出
席
。
明
大
校

友
会
が
「
明
治
は
一
つ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
す
る
、
と
て
も
大
き
な
組
織
で
あ
る
こ

と
に
感
心
し
ま
し
た
。
校
友
の
住
所
判
明

者
は
33･

5
万
人
。
支
部
数
は
56
、
地

域
支
部
数
は
224
。
我
が
地
域
支
部
が
所

属
す
る
多
摩
支
部
に
は
21
の
地
域
支
部

が
あ
り
、
校
友
数
は
2･

4
万
人
。
当

地
域
支
部
に
は
1
千
名
を
超
え
る
校
友

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
如
何
に
会
員
を

増
や
す
か
が
地
域
支
部
の
最
大
の
課
題

と
言
え
ま
す
。 

入
会
へ
の
魅
力
、
楽
し
さ
の
あ
る
企
画

の
立
案
と
実
行
、
そ
し
て
そ
れ
を
よ
り
多

く
の
多
摩
市
在
住
校
友
へ
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
。
以
上
を
目
指
し
、
ま
ず
は
地
域
支

部
役
員
会
で
検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
、
興
味
あ
る
企
画
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

と
も
に
我
ら
が
明
治

大
学
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 
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支
部
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挨
拶 

第
十
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回
定
時
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開
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國分 篤 
 (S46商) 

「片棒」七代目駿河亭悪團治  

第二回 桂 福丸杯で銀賞受賞！ 

８/23･24に福井県小浜市で行われ、 

明大落研から２名が受賞しました！ 



明治大学校友会多摩市地域支部会報 紫紺 Sep.10.2025 

- 2 -

 

◆
「
よ
こ
や
ま
の
道
」
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
９
月
20
日(

土)

集
合
10
時

京
王
線
若
葉
台
駅
改
札
口

◆
東
京
六
大
学
野
球
明
慶
戦 

応
援
観
戦

・
９
月
28
日(

日)

集
合
９
時
半

１
塁
側
一
般
内
野
席
入
り
口
前

◆
麻
雀

・
第
１
回

11
月
15
日(

土) 

第
２
回 

３
月
21
日(

土)  

10
～
17
時
（
予
定
） 

・
集
合
９:

50

京
王
多
摩
セ
ン
タ
ー
駅
改
札
口 

・
雀
荘
マ
ー
チ
ャ
オ
（
予
定
）

多
摩
Ｃ
駅
徒
歩
３
分 

乞
田
川
沿
ビ
ル
５
Ｆ

・
費
用
２
，
５
０
０
円

（
場
代
１
，５
０
０
円 

参
加
費
１
，０
０
０
円
） 

◆
新
年
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
予
定
）

・
１
月
10
日(

土) 

午
後
３
時
30
分
～
６
時
15
分

・
ひ
じ
り
館
２
Ｆ
和
室
、
会
費
500
円

◆
新
年
会
（
１
月
下
旬
で
日
程
調
整
中
） 

※
新
企
画
を
検
討
し
、
Ｈ
Ｐ
を
随
時
更
新

し
て
お
り
ま
す
。
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

Ｈ
Ｐ
へ
お
入
り
く
だ
さ
い
。

〇
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
報
告 

西
原 

聡 (

Ｓ
54
農) 

７
月
20
日(

日)

、
朝
か
ら
30
度
近
い

蒸
し
暑
い
日
曜
日
、
こ
の
日
、
東
京
八
王

子
の
最
高
気
温
は
34
度
の
猛
暑
日
に
迫

る
気
温
で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
暑
い
日
、

我
が
地
域
支
部
役
員
の
須
藤
さ
ん
が
経

営
す
る
「
須
藤
農
園
」
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

狩
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

「
須
藤
農
園
」
で
は
こ
れ
ま
で
に
〝
筍

狩
り
〟
や
〝
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
〟
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
ご
家
族
を
含
め

校
友
９
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

農
園
に
入
る
前
に
須
藤
さ
ん
か
ら
次
の

よ
う
な
注
意
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
当
農
園
は
農
薬
や
除
草
剤
を
一
切
使
用 

し
て
い
な
い
た
め
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の 

葉
の
裏
側
に
害
虫 (

小
さ
い
毛
虫)

が 

隠
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
触
れ
る
と
か
ぶ 

れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ 

と
・
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
暑
い
日

で
も
、
必
ず
長
袖
を
着
用
す
る
こ
と

・
今
日
は
温
度
・
湿
度
が
高
い
た
め
ブ
ル 

ー
ベ
リ
ー
狩
り
に
集
中
し
す
ぎ
て
熱 

中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
、
適
度
な
木
陰 

で
の
休
憩
と
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心 

掛
け
る
こ
と 

そ
の
後
、
各
自
に
摘
み
取
り
用
の
籠
が

渡
さ
れ
、
い
よ
い
よ
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
へ

移
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
農
園
は
母
屋
の

裏
側
に
あ
り
、
思
っ
た
以
上
に
広
い
ス
ペ

ー
ス
に
参
加
者
一
同
は
び
っ
く
り
し
た
様

子
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
畑
に
到
着
、
さ
っ
そ

く
〝
紫
色

〟
や
〝
ピ

ン
ク
色
〟

に
完
熟
し

た
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の

房
を
探
し

て
、
収
穫

を
開
始
し

ま
し
た
。 

参
加
者
は
〝
害
虫
〟
に
注
意
し
な
が

ら
黙
々
と
摘
み
取
り
、
20
～
30
分
で
籠

は
一
杯
に
な
り
ま
し
た
。 

９
時
す
ぎ
に
は
収
穫
は
終
了
し
、
母
屋

の
脇
の
倉
庫
に
移
動
。
各
自
収
穫
し
た
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
の
目
方
を
測
っ
て
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
容
器
に
入
れ
、
100
グ
ラ
ム
200
円

    ＜ 新  役  員  リ  ス  ト ＞ ◎部会長、※兼務 

役 職 氏 名 卒年学部 役 職 氏 名 卒年学部 役 職 氏 名 卒年学部 

支 部 長 國分  篤 S46商 

総務部会 

◎ 日塔  隆 S59工 会計部会 ◎ 山川かおる S63文 

副支部長 

※ 榊 つきみ S53商 諏訪本充弘 S50文 ＩＴ部会 ◎ 杉山  喬 S45工 

※ 岩永 久佳
H18ガバナン

ス研究科 

※ 高山千佳歳 S59政経 

監査委員 
◎ 岩永 久佳

H18ガバナン

ス研究科 
企画部会 

◎ 森田 一毅 H14理工 

幹 事 長 西原  聡 S54農 須藤 忠志 S48商 今村 隆正 S59文 

副幹事長  高山千佳歳 S59政経 広報部会 ◎ 榊 つきみ S53商 顧  問 藤川 忠博 S40商 

今
年
度
事
業
計
画
・
報
告

農園入口からの全景 

↑ＨＰはこちらから 

バックナンバーもご覧になれ
ます。 

お問い合わせ
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で
販
売
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

９
時
半
過
ぎ
の
終
了
と
な
り
、
飲
食
店

は
開
店
前
と
い
う
こ
と
で
（
暑
か
っ
た
あ

と
の
ビ
ー
ル
を
飲
め
ず
残
念
）、
時
間
の

あ
る
方
は
、
徒
歩
で
聖
蹟
桜
ヶ
丘
ま
で
歩

き
、
途
中

冷
た
い
飲

み
物
を
買

っ
て
、
オ

ー
パ
ビ
ル

７
階
の
休

憩
ス
ペ
ー

ス
で
暫
く

涼
を
取
り

昼
前
に
解

散
し
ま
し
た
。 

帰
宅
後
、
生
で
少
し
食
べ
（
非
常
に
甘

く
美
味
し
い
）、
残
り
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ジ
ャ
ム
に
し
て
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
か
け
る
な

ど
し
て
美
味
し
く
頂
き
ま
し
た
。 

〇
野
鳥
を
求
め
て 

（
北
海
道
ア
ラ
カ
ル
ト
）

矢
場 

岩
男 (

Ｓ
43
商) 

何
故
鳥
撮
り
に
な
っ
た
の
か 

 

体
重
減
量
の
た
め
始
め
た
サ
イ
ク
リ
ン

グ
の
途
次
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の
砲
列

が
「
カ
ワ
セ
ミ
」(

青
い
宝
石
と
も
呼
ば

れ
る) 

を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
美
し
さ
に
魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
野
鳥

撮
影
の
キ
ッ
カ
ケ
と
な
り
ま
し
た
。 

 

以
前
か
ら
草
花
や
風
景
写
真
は
若
干

の
嗜
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
野
鳥
撮
影
に

は
そ
れ
な
り
の
道
具
の
必
要
性
を
痛
感
し
、

500

mm
単
焦
点
レ
ン
ズ
を
準
備
し
、
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
沖
縄
ま
で(

多
く
の
離

島
を
含
め)

回
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
「
北
海
道
鳥
撮
り
の
旅 

ア
ラ

カ
ル
ト
」を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

北
海
道
は
春
夏
秋
冬
、
野
鳥
の
楽
園
で

す
。
特
に
６
月
か
ら
7
月
は
繁
殖
期
で

動
き
が
活
発
で
す
。 

ま
た
、
大
雪
山
・
旭
岳
の
高
山
植
物
も

満
開
と
な
り
と
て
も
見
ど
こ
ろ
の
多
い
時

期
と
な
り
ま
す
。 

①

天
売
島
の
旅 

羽
幌
沿
海
フ
ェ
リ
に
乗
り
約
1
時
間

半
で
天
売
島
到
着
。メ
イ
ン
は「
ウ
ト
ウ
」

の
帰
巣
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
す
。ウ
ト
ウ(

体

長
約
38

cm)

が
繁
殖
の
た
め
80
～
100

万
羽
生
息
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
夕

方
６
時
過
ぎ
、
口
一
杯
に
小
魚
を
加
え
て

一
斉
に
巣
へ
帰
還
し
ま
す
。
そ
の
状
況
は

想
像
を
絶
す
る
感
が
あ
り
ま
す
。 

現
在
は
野
鳥
保
護
の
た
め
残
念
な
が

ら
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
は
厳
禁
で
多
く
の
レ

ン
ジ
ャ
ー
が
見
守
っ
て
い
ま
す(

良
い
写

真
が
撮
れ
な
い)

。
繁
殖
の
最
大
の
敵
は

カ
ラ
ス
だ
そ
う
で
す
。
駆
除
し
て
も
、
し

て
も
、
ま
た
新
た
に
北
海
道
本
土
か
ら
渡

っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
カ
ラ
ス
を
増
や
し

て
い
る
原
因
は
私
た
ち
人
間
に
あ
り
、
元

を
正
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。 

翌
朝
は
海
鳥
観
察
船
で
約
1
時
間
か

け
島
を
一
周
し
、
島
で
し
か
見
ら
れ
な
い

野
鳥
を
観
察
し
ま
す
。
ウ
ト
ウ
、
ケ
イ
マ

フ
リ
、エ
ゾ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
、ウ
ミ
ガ
ラ
ス
、

ウ
ミ
ス
ズ
メ
他
沢
山
の
野
鳥
が
観
察
で
き

ま
す
。
一
度
は
訪
れ
た
い
島
で
す
。 

  

② 

サ
ロ
ベ
ツ
原
生
花
園 

野
鳥
好
き
な
方
は
必
ず
行
か
れ
る
「
野

鳥
の
宝
庫
」
で
す
。
早
朝
に
行
か
れ
る
と

沢
山
の
珍
鳥
に
出
会
い
ま
す
。
例
え
ば
、

オ
オ
ジ
シ
ギ
、
ノ
ゴ
マ
、
ツ
メ
ナ
ガ
キ
セ

キ
レ
イ
、
シ
マ
ア
オ
ジ
、
シ
マ
セ
ン
ニ
ュ

ウ
、
ノ
ビ
タ
キ
そ
の
他
多
数
で
す
。 

自
家
用
車
で
来
て
10
日
間
以
上
滞
在

し
て
い
る
カ
メ
ラ
マ
ン
も
多
く
出
会
い
ま

す
。
時
々
「
あ
ん
た
東
京
で
会
っ
て
い
る

よ
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。 

③

大
雪
山
・
旭
岳 

旭
川
空
港
か
ら
直
行
バ
ス
約
50
分
で

旭
岳
登
山
口
到
着
。
狙
い
は
「
ギ
ン
ザ
ン

マ
シ
コ(

体
長
約
20

cm)

」。
第
３
展
望

台
が
撮
影
地
。 

こ
の
野
鳥
は
神
出
鬼
没
で
毎
日
様
子

が
変
わ
り
、
今
日
は
近
く
で
見
ら
れ
る
か

と
思
う
と
、
翌
日
は
全
く
出
現
し
な
い
こ

と
が
多
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
き
く
左
右
し

ま
す
。
登
山
者
は
「
姿
見
の
池
」
登
山
道

に
は
沢
山
い
た
よ
と
言
い
ま
す
が
中
々
難 

ケイマフリ 

ウトウ 

オオジシギ 

ツメナガキセキレイ 

エ
ピ
ソ
ー
ド
：
ウ
ト
ウ
80
～
100
万
羽 

数
の
推
定
方
法 

巣
穴×
４
羽 (

番
つ
が
い

と
子
２
羽) 

会

員

活

動

便

り

須藤さんによる計量 

暑い中お疲れ様でした 
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し
い
。
そ
の
た
め
気
に
入
っ
た
ポ
ー
ズ

が
撮
れ
ず
６
回
ほ
ど
通
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
現
在
も
挑
戦
中
で
す
。 

６
月
上
旬
に
は
高
山
植
物
キ
バ
ナ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
、
チ
ン
グ
ル
マ
、
エ
ゾ
ツ
ガ
ザ
ク

ラ
等
が
満
開
と
な
り
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
必
見
の
場
所

で
す
。 

場
所
は
根
室
に
な
り
ま
す
が
、
ク
マ
ゲ

ラ
の
子
育
て
が
撮
れ
ま
し
た
。
宿
の
親
父

さ
ん
秘
密
の
場
所
で
案
内
料
が
宿
代
と

は
別
に
一
人
１
万
円
で
す
。 

水
彩
画 

墨
絵 

鉛
筆
画 

     

新
入
会
員 

相
澤
正
司(

Ｓ
53
法) 

菊
池
武
信(

Ｓ
42
経
営) 

退
会
者 

坂
口
直(

Ｓ
31
工)

 

総
会
員
数
は
70
名
（
令
和
７
年
８
月
末

現
在
）
。
会
員
相
互
の
動
静
も
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。 

        

編
集
後
記 

な
ん
の
た
め
に 

生
ま
れ
て 

な
に
を
し
て 

生
き
る
の
か 

こ
た
え
ら
れ
な
い 

な
ん
て 

そ
ん
な
の
は 

い
や
だ
！ 

今
を
生
き
る 

こ
と
で 

熱
い 

こ
こ
ろ 

燃
え
る 

だ
か
ら 

君
は 

い
く
ん
だ 

ほ
ほ
え
ん
で 

そ
う
だ 

う
れ
し
い
ん
だ 

生
き
る 

よ
ろ
こ
び 

た
と
え 

胸
の
傷
が
い
た
ん
で
も 

昔
か
ら
「
手
の
ひ
ら
に
太
陽
を
」
と
と
も

に
歌
詞
が
大
好
き
だ
っ
た
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
マ
ー
チ
」
。
い
つ
も
笑
顔
で
い
つ
も
熱
く

生
き
て
い
こ
う
。
「
眉
秀
で
た
る
若
人
」
で

生
き
て
い
こ
う
！ 

幾
つ
に
な
っ
て
も
!!! 

 
相澤 正司 榊 つきみ 村木 繁之 
秋山 隆敬 菅井美沙子 室田 修
安中 彪 杉山 喬 茂木 有司 
石坂 朝雄 須藤 忠志 森 和子 
今村 隆正 諏訪本充弘 森田 一毅 
岩永 久佳 関 道定 安波 節生 
楳田 成美 寺島 忠昭 矢場 岩男 
大柴 文彦 鍋田 正直 山川かおる 
菊池 武信 日塔 隆 山口 和英 
木村 敏文 西原 聡 山崎 直人 
熊谷 和彦 萩原 利明   
小金 忠男 橋本 大輝 昨年度納入済 

國分 篤 藤川 忠博 筒井 直義 
坂井 靖三 萬井 洋一 中山 厲介 

趣

味

ギンザンマシ

コ

ノゴマ クマゲラ 

エゾリス(アルビノ) 

油壷（神奈川県） 

 熊谷 和彦（Ｓ46政経） 

陰
影
（
ペ
ル
ー
ジ
ャ
） 

楳
田 

成
美
（
Ｓ
41
法) 

会費納入のお願い 

Ｒ７年8月20日現在の入金状況です。お名前のない会

員は、下記口座まで年会費３千円をお振込み願います。

なお、行き違いの場合はご容赦ください。 

＜振込先＞ ゆうちょ銀行   

口座番号：００１９０―０―７７４３３２ 

口座名義:明治大学校友会多摩支部 多摩市地域支部 

会

員

の

動

静

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

令和7年度会費 
ご入金ありがとうございました！

(五十音順・敬称略) 

相澤 正司 榊 つきみ 村木 繁之
秋山 隆敬 菅井 美沙子 室田 修
安中 彪 杉山 喬 茂木 有司
石坂 朝雄 須藤 忠志 森 和子
今村 隆正 諏訪本 充弘 森田 一毅
岩永 久佳 関 道定 安波 節生
楳田 成美 寺島 忠昭 矢場 岩男
大柴 文彦 鍋田 正直 山川 かおる
菊池 武信 日塔 隆 山口 和英
木村 敏文 西原 聡 山崎 直人
熊谷 和彦 萩原 利明
小金 忠男 橋本 大輝 昨年度納入済

國分 篤 藤川 忠博 筒井 直義
坂井 靖三 萬井 洋一 中山 厲介

(五十音順・敬称略)




